
６
月
２
７
日(

火)

、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
の
要
求
を
掲
げ
た
、
春
の
東
京
労
働

局
交
渉
を
行
い
、
１
１
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
要
求
及
び
、
労
働
局
か
ら
の
回

答
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
：
改
正
さ
れ
た
自
動
車
運
転
者
の

「
改
善
基
準
告
示
」
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｌ

Ｏ
第
１
５
３
号
条
約
や
同
第
１
６
１
号

勧
告
、
「
過
労
死
認
定
基
準
」
な
ど
と

の
関
連
や
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
付

帯
決
議
と
の
関
係
で
、
過
労
死
等
防
止

に
向
け
た
再
検
討
を
直
ち
に
お
こ
な
う

こ
と
。
ま
た
、
以
下
の
部
分
に
つ
い
て

改
め
る
こ
と
。

①

１
日
の
拘
束
時
間
及
び
休
息
期
間

が
現
状
維
持
と
な
る
長
距
離
貨
物
運
送

に
つ
い
て
、
❘
の
運
行
で
４
５
０
㎞
以

上
と
の
定
義
は
曖
昧
で
混
乱
を
も
た
ら

し
ま
す
。
明
確
な
基
準
を
あ
ら
た
め
て

示
さ
れ
る
こ
と
。

②

連
続
運
転
時
間
に
つ
い
て
、
原
則

休
憩
時
間
と
労
基
法
上
の
休
憩
時
間
を

区
別
す
る
こ
と
。

③

２
人
乗
務
の
特
例
に
つ
い
て
、
車

両
内
ベ
ッ
ド
で
の
仮
眠
時
間
の
在
り
方

に
関
し
て
、
関
係
通
達
で
の
運
転
席
上

部
の
車
両
内
ベ
ッ
ド
の
除
外
の
み
な
ら

ず
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な
ど
乗
車

装
置
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
な
い
も
の
は
認
め

な
い
こ
と
を
明
確
に
さ

れ
る
こ
と
。

④

厚
生
労
働
省
「
荷

主
特
別
対
策
チ
ー
ム
」

と
し
て
の
発
着
荷
主
等
へ
の
働
き
か
け

に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
の
「
荷
主
へ

の
働
き
か
け
等
」
と
共
同
で
実
施
し
、

相
互
通
報
制
度
を
強
化
さ
れ
る
こ
と
。

回
答
ー
①
～
④
に
つ
い
て
は
当
局

の
所
掌
を
超
え
る
内
容
の
た
め
、
要

請
が
あ
っ
た
こ
と
を
本
省
に
伝
え
る
。

⑤

改
正
改
善
基
準
告
示
の
実
効
性
の

確
保
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
具
体

的
な
と
り
く
み
を
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
。

回
答
ー
東
京
労
働
局
の
取
り
組
み
と

し
て
集
中
対
策
を
策
定
し
、
道
路
旅

客
貨
物
運
送
業
を
営
む
事
業
者
・
事

業
所
へ
向
け
、
労
働
時
間
に
関
す
る

法
令
等
周
知
、
人
材
確
保
及
び
労
働

災
害
防
止
対
策
を
含
め
た
、
き
め
細

や
か
な
各
種
支
援
を
行
う
と
共
に
、

発
着
荷
主
等
に
対
し
、
長
時
間
の
恒

常
的
な
荷
待
ち
を
発
生
さ
せ
な
い
よ

う
、
理
解
・
協
力
を
求

め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

２
：
ト
ラ
ッ
ク
の
産
業
別

最
低
賃
金
（
特
定
最
賃
）

に
つ
い
て
、
全
国
一
律
の

産
業
別
最
低
賃
金
制
度
と

し
て
確
立
す
る
た
め
の
法

的
整
備
を
お
こ
な
う
こ
と
。

回
答
ー
全
国
一
律
の
産

業
別
最
低
賃
金
制
度
の

確
立
に
つ
い
て
は
、
当
局
の
事
務
局

の
方
で
は
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
本

省
に
伝
え
さ
せ
て
頂
く
。

３
：
各
事
業
者
が
法
令
遵
守
に
よ
る
安

全
運
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
監
査
体

制
を
強
化
さ
れ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の

人
員
を
確
保
さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
労

働
基
準
監
督
機
関
と
地
方
運
輸
機
関
と

の
相
互
通
報
制
度
の
情
報
開
示
及
び
通

報
事
案
の
拡
充
等
、
制
度
活
用
を
強
化

さ
れ
る
こ
と
。

回
答
ー
労
働
基
準
監
督
機
関
と
地
方

運
輸
機
関
と
の
相
互
通
報
制
度
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
公
表
し
て
い
る
。
通
報
制
度
の

拡
充
や
強
化
に
つ
い
て
は
、
当
局
の

所
掌
を
超
え
る
内
容
で
あ
り
、
要
請

が
あ
っ
た
こ
と
を
本
省
に
伝
え
る
。

引
き
続
き
、
労
働
基
準
関
係
法
令
等

の
周
知
啓
発
、
法
令
違
反
の
疑
い
が

あ
る
事
業
所
へ
の
監
督
指
導
等
、
自

動
車
運
転
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の

確
保
に
取
り
組
む
と
共
に
、
改
善
基

準
告
示
等
に
重
大
な
違
反
が
認
め
ら

れ
た
事
案
に
つ
い
て
は
地
方
運
輸
局

と
相
互
に
通
報
し
、
必
要
な
処
置
を

講
じ
今
後
も
連
携
す
る
。
監
査
の
た

め
の
人
員
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
家

公
務
員
の
定
員
削
減
と
い
う
政
府
の

方
針
が
あ
り
、
極
め
て
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
監
査
体
制
の
強
化

を
図
る
に
は
人
員
体
制
の
拡
充
を
図

る
こ
と
が
不
可
欠
で
職
員
の
増
員
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
本
省
・
人
事
院
に
対
し
増
員
を

要
望
し
て
い
る
。

４
：
法
定
労
働
時
間
１
週
４
０
時
間
、

１
日
８
時
間
を
超
え
る
所
定
労
働
時
間

を
就
業
規
則
に
設
定
す
る
に
は
変
形
労

働
時
間
制
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
明
確
に
し
、
脱
法
行
為
を
許

さ
な
い
こ
と
。

回
答
ー
東
京
労
働
局
作
成
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て

同
制
度
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
就

業
規
則
へ
の
規
定
や
労
使
協
定
の
締

結
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
就
業
規
則

の
規
定
例
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
。

労
基
署
で
は
法
令
違
反
に
加
え
、
変

形
労
働
時
間
制
に
関
す
る
法
違
反
、

あ
る
い
は
誤
っ
た
運
用
に
対
し
是
正

改
善
の
指
導
を
し
て
い
る
。

５
：
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用
す
る
に

は
、
そ
の
変
形
期
間
を
平
均
し
て
１
週

間
当
た
り
の
労
働
時
間
が
労
働
基
準
法

３
２
条
１
項
の
労
働
時
間
を
超
え
な
い

定
め
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

明
確
に
す
る
こ
と
。

回
答
ー
要
請
事
項
４
と
同
様
に
パ
ン

フ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
明
示
、
及
び

労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
監
督
指
導

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

【
書
記
長

遠
藤

晃
】
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東
京
労
働
局
交
渉

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
運
転
手
の
要
求
を
掲
げ
て



６
月
２
７
日
（
火
）
に

都
本
部
・
東
京
ト
ラ
ッ
ク

部
会
・
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部

会
を
中
心
に
１
０
名
が
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
訪

問
し
ま
し
た
。
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
は
適
正
化

実
施
機
関
に
お
け
る
巡
回

指
導
時
の
評
価
が
「
Ｄ
・

Ｅ
評
価
」
で
悪
質
事
業
者

へ
の
指
導
強
化
等
の
要
請

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

東
京
ト
協
・
適
正
化
事

業
部
か
ら
事
業
部
長
を
含

め
３
名
が
対
応
し
、
松
田

執
行
委
員
長
か
ら
の
挨
拶
、

鈴
木
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会

事
務
局
長
か
ら
要
請
行
動
の
趣
旨
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
４
月
よ
り

指
導
強
化
対
策
を
実
施
し
て
い
る
適

正
化
事
業
の
具
体
的
運
営
内
容
に
つ

い
て
懇
談
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
都

内
に
は
約
５
０
０
０
事
業
所
が
あ
り
、

巡
回
指
導
は
４
・
５
月
に
２
３
人
で

約
１
２
０
事
業
所
を
行
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
、
指
導
内
容
の
多
く
が

「
高
年
齢
者
・
初
任
者
へ
の
教
育
指

導
不
備
、
適
性
診
断
不
足
、
健
康
診

断
未
実
施
」
な
ど
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
東
京
ト
協
・
適
正
化
事
業
部

か
ら
は
「
都
内
２
５
支
部
を
通
じ
て
、

周
知
徹
底
し
、
Ｄ
・
Ｅ
評
価
事
業
所

に
は
指
導
後
６
か
月
後
に
再
度
訪
問

し
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
確
認

し
て
い
る
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

約
１
時
間
の
懇
談
の
最
後
に
は
今

成
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会
幹
事
の
閉
会

あ
い
さ
つ
で
要
請
行
動
は
終
了
し
ま

し
た
。

【
都
本
部
副
委
員
長

石
塚

和
】

香
川
県
高
松
市
の
高
松

港
か
ら
船
で
２
０
分
程
の

瀬
戸
内
海
の
島
に
「
国
立

療
養
所
大
島
青
松
園
」
の

施
設
は
建
つ
。
日
本
で

「
癩
（
ら
い
）
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
病
気
は
１
８
７

３
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
医

師
、
ハ
ン
セ
ン
氏
が
「
ら

い
菌
」
を
発
見
し
ハ
ン
セ

ン
病
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
日
本
で
は
１
９

３
１
年
に
「
癩
予
防
法
」

を
成
立
さ
せ
、
そ
の
後
各

県
に
お
い
て
「
無
癩
県
運

動
」
が
起
こ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

を
療
養
所
送
り
に
す
る
事
に
躍
起
に

な
っ
て
い
っ
た
。
「
あ
の
家
に
は
ら

い
病
の
者
が
い
る
」
と
噂
さ
れ
、
患

者
の
い
る
家
に
保
健
所
職
員
と
共
に

警
察
官
が
訪
れ
、
多
く
の
人
々
が
社

会
や
家
庭
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
隔

離
さ
れ
て
い
っ
た
。
１
９
４
３
年
ア

メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
ミ
ン
と

い
う
薬
が
日
本
で
も
１
９
４
９
年
よ

り
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
る
病
気
に
な
っ
て

い
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９

５
３
年
に
患
者
の
猛
反
対
を
押
し
切

り
「
癩
予
防
法
」
は
「
ら
い
予
防
法
」

に
改
め
ら
れ
、
恐
い
病
気
で
あ
る
と

い
う
偏
見
を
助
長
す
る
事
に
な
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
現
在
の
衛
生
や
栄
養

状
態
で
は
発
病
し
得
な
い
病
気
で
あ

る
。
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
は
１

９
０
９
年
に
８
県
連
合
の
「
第
４
区

療
養
所
」
と
し
て
開
設
さ
れ
１
９
４

６
年
に
現
在
の
名
前
に
改
め
ら
れ
た
。

癩
予
防
法
に
基
づ
い
て
患
者
を
療
養

す
る
施
設
で
あ
る
が
、
実
態
は
患
者

を
強
制
収
容
し
隔
離
す
る
場
所
で
あ
っ

た
。
１
９
５
２
年
に
１
６
歳
で
入
所

し
た
野
村
宏
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

国
立
の
療
養
所
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

食
う
や
食
わ
ず
の
状
況
、
軽
症
者
が

重
症
者
の
世
話
を
さ
せ
ら
れ
る
、
入

所
者
の
棺
も
作
っ
た
。
野
村
さ
ん
は

園
内
の
患
者
同
士
で
結
婚
し
た
が
、

子
供
が
出
来
た
ら
「
ら
い
予
防
法
」

に
よ
り
強
制
堕
胎
さ
せ
ら
れ
、
子
供

（
胎
児
）
は
ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
に
さ

れ
た
。
野
村
さ
ん
は
当
初
「
ち
ょ
っ

と
療
養
す
れ
ば
治
っ
て
帰
っ
て
来
れ

る
」
と
思
い
連
れ
て
来
ら
れ
た
。
し

か
し
島
で
過
ご
す
う
ち
に
「
ら
い
予

防
法
」
と
は
患
者
を
隔
離
し
、
そ
こ

で
生
涯
を
終
わ
ら
せ
る
法
な
の
だ
と

気
付
く
事
に
な
っ
た
。
療
養
所
と
い

う
名
の
収
容
所
で
あ
り
、
囚
人
の
様

な
生
活
だ
っ
た
。
「
ら
い
予
防
法
」

は
１
９
９
８
年
に
廃
止
さ
れ
、
患
者

が
国
を
訴
え
た
裁
判
で
は
２
０
０
１

年
５
月
１
１
日
、
熊
本
地
裁
に
て
勝

訴
判
決
が
確
定
し
、
国
は
患
者
に
謝

罪
し
た
。
し
か
し
失
っ
た
時
間
は
帰
っ

て
来
な
い
。
療
養
所
で
は
青
松
園
に

だ
け
火
葬
場
が
あ
る
。
火
葬
は
現
在

は
職
員
が
行
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ

て
は
入
所
者
が
火
葬
の
作
業
を
さ
せ

ら
れ
て
い
た
。
納
骨
堂
に
は
こ
こ
で

亡
く
な
っ
た
１
４
０
０
人
以
上
の
遺

骨
が
眠
る
。
本
名
を
名
乗
ら
ず
偽
名

の
ま
ま
納
め
ら
れ
て
い
る
方
も
多
数

い
る
そ
う
だ
。
島
の
一
際
見
晴
ら
し

の
良
い
場
所
に
「
風
の
舞
」
と
い
う

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
中
に
は
遺
灰

が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
「
風
の
舞
」

に
は
風
に
乗
っ
て
自
由
に
何
処
に
で

も
行
け
る
様
に
と
の
祈
り
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
納
め
ら
れ
て
い
る
全
て

の
方
が
、
風
に
乗
り
帰
る
べ
き
場
所

に
帰
っ
て
い
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

【
鉄
道
東
京
地
本

秋
山

哉
保
】

２０２３年７月２４日 (毎月１回刊／第４月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１０７７号

６
月
２
５
日
（
日
）
第
８
期
建
交
労

東
京
学
校
第
３
回
の
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
全
労
連
事
務
局
次
長
・
国
際

局
長
の
布
施
恵
輔
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
「
米
国
の
労
働
運
動
の
経
験
に
学

ぶ
～
組
合
員
の
力
を
引
き
出
す
教
訓
と

実
践
を
中
心
に
～
」
と
題
し
て
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
ア
マ
ゾ
ン
や
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
な
ど
で
、
い
か
に
し
て
組
合
の
組

織
化
に
成
功
し
た
の
か
、
フ
ラ
ン
ス
で

の
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
、
海
外
情
勢
を
幅

広
く
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
「
労
働

運
動
に
運
動
を
取
り
戻
す
」
が
モ
ッ
ト
ー

の
米
国
レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
を
参
考
に
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
演
し
、
博
識

さ
と
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
講
演
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
日
本
の
組
合
員
の

力
を
引
き
出
す
た
め
に
組
織
力
を
上
げ

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
組
織
力
を

上
げ
る
た
め
の
具
体
的
な
内
容
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
た
」
「
対
話
の
重
要
性
に

共
感
。
コ
ロ
ナ
以
降
の
手
を
抜
く
活
動

ス
タ
イ
ル
を
改
め
て
克
服
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
」
「
執
行
部
の
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
組
合
員
が
無
関
心
の
現
状
を

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
組
織
化
の
た
め
の
会
話
や
実
践
は
難

し
い
と
思
う
反
面
、
取
得
し
た
際
は
武

器
に
な
る
と
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
議
室
を
提
供

頂
い
た
神
田
支
部
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
４
回
は
７
月
３

０
日
（
日
）
１
４
時
～
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

（
大
塚
）
で
開
催
で
す
。
是
非
ご
参
加

下
さ
い
！
【
執
行
委
員

笹
原

和
樹
】

■７月３０日（日）１４時～建交労

東京学校／ラパスホール(大塚）

■８月７日（月）～９日（水）原水

禁世界大会in長崎

■８月２６日（土）～２８日（月）

第２５回建交労中央定期大会／群馬

■９月１０日（日）１０時～第２６

回都本部定期大会／東京トラック健

保会館（半蔵門）

組合掲示板

建交労女性部２０２３全国学習交流集会in香川
～国立療養所大島青松園を見学して～


